
(57)【要約】

【課題】本体が開けられた状態で着信があった場合に、

大きな音量の着信音が鳴動することがない折り畳み式携

帯電話機を得る。

【解決手段】着信時において、本体の開閉を検出する開

閉検出回路１の出力で本体が開いていると判定された場

合は、制御回路２からゲイン調整回路４を制御し、着信

音の音量を本体が閉じていると判定された場合よりも小

さい音量となるようにして、音源回路３をスタートさせ

、増幅回路５を介してスピーカ６より着信音の鳴動を開

始する。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
折 り 畳 み 可 能 な 本 体 と 、
こ の 本 体 の 開 閉 を 検 出 す る 開 閉 検 出 手 段 と 、
着 信 を 報 知 す る た め の 着 信 音 を 発 生 さ せ る ス ピ ー カ と 、
前 記 本 体 が 閉 じ て い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 前 記 着 信 音 を 第 １ の 音 量 で 鳴 動 さ せ 、 前 記 本
体 が 開 い て い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 前 記 着 信 音 を 前 記 第 １ の 音 量 よ り も 小 さ く し た 第 ２
の 音 量 で 鳴 動 さ せ る 制 御 回 路 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ２ 】
制 御 回 路 は 、 本 体 が 開 い て い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 所 定 の 期 間 は 着 信 音 を 第 ２ の 音 量 で
鳴 動 さ せ 、 前 記 所 定 の 期 間 経 過 後 は 前 記 着 信 音 を 第 １ の 音 量 で 鳴 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ３ 】
制 御 回 路 は 、 本 体 が 開 い て い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 着 信 音 を 最 小 値 か ら 所 定 の 期 間 中 は
時 間 の 経 過 と 共 に 着 信 音 の 音 量 を 徐 々 に 大 き く し て い く こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ４ 】
折 り 畳 み 可 能 な 本 体 と 、
こ の 本 体 の 開 閉 を 検 出 す る 開 閉 検 出 手 段 と 、
着 信 を 報 知 す る た め の 着 信 音 を 発 生 さ せ る ス ピ ー カ と 、
前 記 本 体 が 閉 じ て い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 第 １ の 着 信 音 を 鳴 動 さ せ 、 前 記 本 体 が 開 い て
い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 前 記 着 信 音 を 前 記 第 １ の 着 信 音 と 異 な る 音 も し く は 音 声 に よ る
第 ２ の 着 信 音 を 鳴 動 さ せ る 制 御 回 路 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ５ 】
折 り 畳 み 可 能 な 本 体 と 、
こ の 本 体 の 開 閉 を 検 出 す る 開 閉 検 出 手 段 と 、
着 信 を 報 知 す る た め の 着 信 音 を 発 生 さ せ る ス ピ ー カ と 、
着 信 時 に 着 信 を 報 知 す る た め の 振 動 を 発 生 す る 振 動 発 生 器 と 、
前 記 本 体 が 閉 じ て い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 着 信 音 を 鳴 動 さ せ 、 前 記 本 体 が 開 い て い る 状
態 で 着 信 し た 時 は 、 前 記 振 動 発 生 器 を 動 作 さ せ る 制 御 回 路 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 折
り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 本 体 が 開 い た 状 態 で 通 話 お よ び 各 動 作 を 行 う 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 に 関 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 に お い て は 、 折 畳 み 可 能 な 本 体 が 開 か れ た こ と を 検 出 す る 開
閉 検 出 手 段 を 備 え 、 本 体 が 開 か れ た こ と が 検 出 さ れ た と き に 、 着 信 音 を 停 止 さ せ あ る い は
該 音 量 を 低 下 さ せ る 構 成 に し て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ３ ０ ７ ４ ８ ８ 号 公 報 （ 第 １ 頁 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
携 帯 電 話 機 で は 、 着 信 が あ れ ば 使 用 者 に 着 信 が あ っ た こ と を 知 ら す た め に 着 信 音 を 発 生 さ
せ る 。 携 帯 電 話 機 未 使 用 （ 待 ち 受 け ） 時 、 携 帯 電 話 機 は 通 常 使 用 者 の 服 の ポ ケ ッ ト や バ ッ
グ の 中 に 入 れ ら れ て い る 場 合 が 多 く 、 着 信 音 の 音 量 は 、 上 記 の 場 合 も 想 定 し て 使 用 者 に 確
実 に 着 信 を 知 ら せ る こ と が で き る の に 十 分 な 大 き さ に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 折 り 畳 み
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式 携 帯 電 話 機 に お い て 、 着 信 音 の 発 生 手 段 が 本 体 を 閉 じ た 状 態 で 本 体 内 側 に 配 置 さ れ る よ
う な 場 合 は 、 よ り 大 き な 音 量 で 着 信 音 を 発 生 さ せ る 必 要 が あ る 。 い ず れ に し て も 本 体 が 開
け ら れ た 状 態 で 鳴 動 す る 着 信 音 の 音 量 が 大 き す ぎ て 、 使 用 者 ま た は 周 辺 の 人 に 過 度 の 不 快
感 を 与 え る 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 従 来 の 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 で は 、 着 信 後 に 本 体 が 開 か れ た こ と が 検 出 さ れ た と
き は 、 着 信 音 を 停 止 さ せ あ る い は 該 音 量 を 低 下 さ せ る よ う に し た が 、 本 体 が 開 け ら れ た 状
態 で 着 信 が あ っ た 場 合 に つ い て は 考 慮 さ れ て お ら ず 、 こ の 場 合 は 使 用 者 が 何 ら か の 動 作 を
行 っ て い る こ と が 想 定 さ れ る に も 関 わ ら ず 、 突 然 大 き な 音 量 の 着 信 音 が 鳴 動 す る こ と に な
り 、 使 用 者 ま た は 周 辺 の 人 に 過 度 の 不 快 感 を 与 え て し ま う こ と に な り 得 る と い う 問 題 点 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 発 明 は 、 上 述 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 本 体 が 開 け ら れ た 状 態
で 着 信 が あ っ た 場 合 に 、 突 然 大 き な 音 量 の 着 信 音 が 鳴 動 す る こ と が な い 折 り 畳 み 式 携 帯 電
話 機 を 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 係 る 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 に お い て は 、 折 り 畳 み 可 能 な 本 体 と 、 こ の 本 体 の 開
閉 を 検 出 す る 開 閉 検 出 手 段 と 、 着 信 を 報 知 す る た め の 着 信 音 を 発 生 さ せ る ス ピ ー カ と 、 前
記 本 体 が 閉 じ て い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 前 記 着 信 音 を 第 １ の 音 量 で 鳴 動 さ せ 、 前 記 本 体
が 開 い て い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 前 記 着 信 音 を 前 記 第 １ の 音 量 よ り も 小 さ く し た 第 ２ の
音 量 で 鳴 動 さ せ る 制 御 回 路 と を 備 え る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 １ ．
こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 を 図 １ ～ 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る
。 図 １ は ブ ロ ッ ク 図 で 、 図 １ に お い て 、 携 帯 電 話 機 本 体 の 開 閉 状 態 は 開 閉 検 出 回 路 １ で 検
出 さ れ 、 こ の 開 閉 検 出 回 路 １ か ら の 信 号 に よ り 本 体 の 開 閉 状 態 を 判 定 お よ び 携 帯 電 話 機 内
の 各 動 作 の 制 御 、 時 間 情 報 を 制 御 回 路 ２ で 管 理 す る 。 着 信 音 等 の 各 種 音 は 音 源 回 路 ３ に 保
有 さ れ 、 こ の 音 源 回 路 ３ か ら 出 力 さ れ る 音 源 の 音 量 は 、 制 御 回 路 ２ に よ り 制 御 さ れ る ゲ イ
ン 調 整 回 路 ４ で 調 整 す る 。 ゲ イ ン 調 整 回 路 ４ か ら 出 力 さ れ た 音 の 電 気 信 号 は 増 幅 回 路 ５ を
介 し て ス ピ ー カ ６ で 音 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ２ は 携 帯 電 話 機 本 体 を 開 い た 状 態 を 示 し 、 図 ３ は 携 帯 電 話 機 本 体 を 閉 じ た 状 態 を 示 し て
い る 。 図 ２ 及 び 図 ３ に お い て 、 第 １ の 本 体 ケ ー ス １ １ の 表 面 上 部 に は 、 磁 気 セ ン サ 素 子 １
３ と ス ピ ー カ ６ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 本 体 ケ ー ス １ ２ の 表 面 上 部 に は 、 磁 気 セ
ン サ 素 子 １ ３ に 対 応 す る 磁 石 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 携 帯 電 話 機 本 体 を 閉 じ た 状 態 で は 、
磁 石 １ ４ か ら の 磁 力 を 合 い 重 な る 位 置 に 設 け ら れ た 磁 気 セ ン サ 素 子 １ ３ が 認 識 し て ス イ ッ
チ ン グ す る こ と で 開 閉 検 出 を 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、 磁 気 セ ン サ 素 子 １ ３ と 磁 石 １ ４
と で 本 体 の 開 閉 を 検 出 す る 開 閉 検 出 回 路 １ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ４ は 着 信 か ら 通 話 状 態 に な る ま で の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。 待 受 状 態 の 携
帯 電 話 機 に 着 信 が あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 、 ま ず 始 め に 制 御 回 路 ２ は 開 閉 検 出 回 路 １ か
ら の 信 号 で 携 帯 電 話 機 本 体 の 開 閉 状 態 を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ で 本 体 が 閉 じ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路
４ を 制 御 し て 、 使 用 者 に 確 実 に 着 信 を 知 ら す こ と が で き る 着 信 音 の 音 量 （ 第 １ の 音 量 ） と
な る よ う に 制 御 す る （ ス テ ッ プ ３ ２ ） 。 次 い で 音 源 回 路 ３ を ス タ ー ト さ せ （ ス テ ッ プ ３ ３
） 、 増 幅 回 路 ５ を 介 し て ス ピ ー カ ６ よ り 上 記 第 １ の 音 量 で 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 す る （ ス テ
ッ プ ３ ４ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 着 信 音
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を 停 止 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ） 。 な お 、 オ フ フ
ッ ク は 例 え ば 携 帯 電 話 機 の 通 話 ボ タ ン が 押 さ れ た か ど う か で 判 定 さ れ る 。 ま た 、 上 記 第 １
の 音 量 は 、 着 信 音 を 発 生 す る ス ピ ー カ ６ が 本 体 内 側 に 配 置 さ れ る 場 合 は 、 本 体 外 側 に 配 置
さ れ る 場 合 に 比 べ 、 よ り 大 き な 音 量 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ で 本 体 が 開 い て い る と 判 定 さ れ た 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路
４ を 制 御 し て 、 着 信 音 の 音 量 が 上 記 第 １ の 音 量 よ り も 小 さ い 所 定 の 音 量 （ 第 ２ の 音 量 ） と
な る よ う に 制 御 す る （ ス テ ッ プ ２ ３ ） 。 次 い で 音 源 回 路 ３ を ス タ ー ト さ せ （ ス テ ッ プ ２ ４
） 、 増 幅 回 路 ５ を 介 し て ス ピ ー カ ６ よ り 上 記 第 ２ の 音 量 で 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 す る （ ス テ
ッ プ ２ ５ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 着 信 音
を 停 止 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ス テ ッ プ ２ ６ に て オ フ フ ッ ク で な い 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ に て 着 信 音 の 鳴 動 時 間 を 判 定 し （
ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ ） 、 一 定 時 間 を 経 過 し た 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路 ４ を 制 御
し て 、 鳴 動 中 の 着 信 音 の 音 量 を 上 記 第 ２ の 音 量 か ら 上 記 第 １ の 音 量 と な る よ う に 制 御 し （
ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ ） 、 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ９ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば
着 信 音 を 停 止 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ） 。 ま た 、
ス テ ッ プ ２ ７ に て 一 定 時 間 を 経 過 し て い な い 場 合 は 、 再 び ス テ ッ プ ２ ６ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 の よ う に 、 ス ピ ー カ と リ ン ガ ー を 兼 用 し た 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 に お い て 、 待 受 状 態
で 着 信 が あ っ た 時 点 に お け る 本 体 の 開 閉 状 態 を 判 定 し 、 本 体 が 開 け ら れ た 状 態 で 着 信 が あ
っ た 場 合 は 、 本 体 が 閉 じ た 状 態 で 着 信 が あ っ た 場 合 に 比 べ て 着 信 音 の 音 量 を 小 さ く す る こ
と で 、 使 用 者 が 本 体 を 開 け て 何 ら か の 動 作 を 行 っ て い る と き に 突 然 大 き な 音 量 の 着 信 音 が
鳴 動 す る こ と が な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
図 ５ は 実 施 の 形 態 ２ の 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 に お け る 着 信 か ら 通 話 状 態 に な る ま で の 動 作
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。 な お 、 ブ ロ ッ ク 図 及 び 本 体 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ の 図 １
お よ び 図 ２ と 同 様 で あ る 。 待 受 状 態 の 携 帯 電 話 機 に 着 信 が あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ） 、 ま
ず 始 め に 制 御 回 路 ２ は 開 閉 検 出 回 路 １ か ら の 信 号 で 携 帯 電 話 機 本 体 の 開 閉 状 態 を 判 定 す る
（ ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ で 本 体 が 閉 じ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 の 動 作
で 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路 ４ を 制 御 し て 、 使 用 者 に 確 実 に 着 信 を 知 ら す こ と が で
き る 着 信 音 の 音 量 （ 第 １ の 音 量 ） と な る よ う に 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ ） 。 次 い で 音 源
回 路 ３ を ス タ ー ト さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ ） 、 増 幅 回 路 ５ を 介 し て ス ピ ー カ ６ よ り 上 記 第 １
の 音 量 で 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ６ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判 定 し （ ス
テ ッ プ Ｓ ５ ７ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 着 信 音 を 停 止 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ） 、 通 話 状 態 へ 移
行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ で 本 体 が 開 い て い る と 判 定 さ れ た 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路
４ を 制 御 し て 、 着 信 音 の 音 量 が 最 小 ゲ イ ン と な る よ う に 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ） 。 次
い で 音 源 回 路 ３ を ス タ ー ト さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ） 、 増 幅 回 路 ５ を 介 し て ス ピ ー カ ６ よ り
最 小 ゲ イ ン 音 量 で 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判
定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 最 小 ゲ イ ン の ま ま 着 信 音 を 停 止 さ せ （ ス テ ッ
プ Ｓ ５ ２ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ に て オ フ フ ッ ク で な い 場 合 、 制 御 回 路 ２ に て 音 量 を 徐 々 に （ 段 階 的 に ） 大
き く す る 単 位 時 間 の 経 過 を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ７ ） 、 音 量 を 大 き く す る 単 位 時 間 が 経 過
し た 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路 ４ を 制 御 し て 、 音 量 を 時 間 の 経 過 に 対 応 し た
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分 だ け 大 き く し （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ８ ） 、 音 量 を 大 き く す る 時 間 に 達 し て い な い 場 合 は 、 音 量
は 現 状 の ま ま と し て 次 ぎ の ス テ ッ プ Ｓ ４ ９ へ 移 行 す る 。 例 え ば 音 量 を 大 き く す る 単 位 時 間
を ５ 秒 間 と し た 場 合 、 着 信 音 の 鳴 動 開 始 か ら ５ 秒 間 は 最 小 ゲ イ ン の 音 量 で 鳴 動 、 次 ぎ の ５
秒 間 は 最 小 ゲ イ ン か ら １ 段 階 大 き く し た 音 量 で 鳴 動 、 さ ら に 次 ぎ の ５ 秒 間 は 最 小 ゲ イ ン か
ら ２ 段 階 大 き く し た 音 量 で 鳴 動 さ せ る と い う よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ で オ フ フ ッ ク が な け
れ ば 、 ５ 秒 間 経 過 す る 毎 に 、 段 階 的 に 着 信 音 の 音 量 を 大 き く す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 制 御 回 路 ２ は 着 信 音 の 鳴 動 開 始 か ら の ト ー タ ル の 鳴 動 時 間 も 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ４
９ ） 、 一 定 時 間 を 経 過 し た 場 合 は 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路 ４ を 制 御 し て 、 ス テ ッ プ
Ｓ ４ ２ で 本 体 が 閉 じ て い た 場 合 と 同 じ 第 １ の 音 量 と な る よ う に 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０
） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ５ １ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 着 信 音 を 停 止 さ
せ （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ ） 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ９
に て 一 定 時 間 を 経 過 し て い な い 場 合 は 、 再 び ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ へ 移 行 す る が 、 ス テ ッ プ Ｓ ４
８ に て 音 量 を 大 き く す る 制 御 を 実 施 し た 場 合 は 、 再 び ス テ ッ プ ４ ６ へ 移 行 し た 際 に オ フ フ
ッ ク で あ っ た 場 合 は 、 最 小 ゲ イ ン で な く 、 大 き く な っ た 分 の 音 量 の ま ま 着 信 音 を 停 止 さ せ
（ ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 の よ う に 、 ス ピ ー カ と リ ン ガ ー を 兼 用 し た 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 に お い て 、 待 受 状 態
で 着 信 が あ っ た 時 点 に お け る 本 体 の 開 閉 状 態 を 判 定 し 、 本 体 が 開 け ら れ た 状 態 で 着 信 が あ
っ た 場 合 は 、 最 小 ゲ イ ン か ら 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 し 、 時 間 の 経 過 と 共 に 着 信 音 の 音 量 を 徐
々 に 大 き く し て い く こ と で 、 使 用 者 が 本 体 を 開 け て 何 ら か の 動 作 を 行 っ て い る と き に 突 然
大 き な 音 量 の 着 信 音 が 鳴 動 す る こ と を 防 止 で き る と と も に 、 使 用 者 に 確 実 に 着 信 を 知 ら す
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
発 明 の 実 施 形 態 ３ ．
図 ６ は 実 施 の 形 態 ３ の 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 に お け る 着 信 か ら 通 話 状 態 に な る ま で の 動 作
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。 な お 、 ブ ロ ッ ク 図 及 び 本 体 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ の 図 １
お よ び 図 ２ と 同 様 で あ る 。 待 受 状 態 の 携 帯 電 話 機 に 着 信 が あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ ６ １ ） 、 ま
ず 始 め に 制 御 回 路 ２ は 開 閉 検 出 回 路 １ か ら の 信 号 で 携 帯 電 話 機 本 体 の 開 閉 状 態 を 判 定 す る
（ ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ で 本 体 が 閉 じ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路
４ を 制 御 し て 、 使 用 者 に 確 実 に 着 信 を 知 ら す こ と が で き る 着 信 音 の 音 量 （ 第 １ の 音 量 ） と
な る よ う に 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ５ ） 。 次 い で 音 源 回 路 ３ に 所 定 の 着 信 音 の 音 （ 第 １ 種
音 ） を 設 定 し て ス タ ー ト さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ６ ） 。 通 常 こ の 第 １ 種 音 は 使 用 者 に 着 信 音
と し て よ く 聞 こ え る よ う に 音 圧 レ ベ ル が 高 い も の に 設 定 さ れ る 。 次 い で 増 幅 回 路 ５ を 介 し
て ス ピ ー カ ６ よ り 上 記 第 １ の 音 量 及 び 第 １ 種 音 で 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７
７ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ８ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 着 信 音 を 停 止
さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ３ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ で 本 体 が 開 い て い る と 判 定 さ れ た 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路
４ を 制 御 し て 、 着 信 音 の 音 量 が 上 記 第 １ の 音 量 よ り も 小 さ い 所 定 の 音 量 （ 第 ２ の 音 量 ） と
な る よ う に 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ ） 。 次 い で 音 源 回 路 ３ に は 着 信 音 と し て 上 記 第 １ 種
音 よ り 音 圧 レ ベ ル が 低 い 上 記 第 １ 種 音 と は 異 な る 音 も し く は 音 声 （ 第 ２ 種 音 ） を 設 定 し て
ス タ ー ト さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ ） 、 増 幅 回 路 ５ を 介 し て ス ピ ー カ ６ よ り 上 記 第 ２ の 音 量 及
び 第 ２ 種 音 で 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判 定 し
（ ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 着 信 音 を 停 止 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ３ ） 、 通 話 状 態
へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ に て オ フ フ ッ ク で な い 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ に て 着 信 音 の 鳴 動 時 間 を 判 定 し
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（ ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ ） 、 一 定 時 間 を 経 過 し た 場 合 は 、 音 源 回 路 ３ に て 設 定 さ れ て い た 上 記 第
２ 種 音 の 設 定 を ス ト ッ プ す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ８ ） 。 次 い で 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路
４ を 制 御 し て 、 鳴 動 中 の 着 信 音 の 音 量 を 上 記 第 ２ の 音 量 か ら 上 記 第 １ の 音 量 と な る よ う に
制 御 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ９ ） 、 音 源 回 路 ３ に は 上 記 第 １ 種 音 を 設 定 し て ス タ ー ト さ せ る （ ス
テ ッ プ Ｓ ７ ０ ） 。 次 い で 増 幅 回 路 ５ を 介 し て ス ピ ー カ ６ よ り 上 記 第 １ の 音 量 及 び 第 １ 種 音
で 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ １ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判 定 し （ ス テ ッ プ
Ｓ ７ ２ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 着 信 音 を 停 止 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ３ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る
（ ス テ ッ プ Ｓ ７ ４ ） 。 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ に て 一 定 時 間 を 経 過 し て い な い 場 合 は 、 再 び
ス テ ッ プ ６ ６ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 の よ う に 、 ス ピ ー カ と リ ン ガ ー を 兼 用 し た 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 に お い て 、 待 受 状 態
で 着 信 が あ っ た 時 点 に お け る 本 体 の 開 閉 状 態 を 判 定 し 、 本 体 が 開 け ら れ た 状 態 で 着 信 が あ
っ た 場 合 は 、 本 体 が 閉 じ た 状 態 で 着 信 が あ っ た 場 合 に 比 べ て 着 信 音 の 音 量 を 小 さ く す る と
と も に 、 音 質 を 変 え る （ 音 圧 レ ベ ル を 低 く す る ） こ と で 、 使 用 者 が 本 体 を 開 け て 何 ら か の
動 作 を 行 っ て い る と き に 突 然 大 き な 音 量 お よ び 音 圧 レ ベ ル の 高 い 着 信 音 が 鳴 動 す る こ と が
な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 の 形 態 ４ ．
図 ７ 、 図 ８ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 の ブ ロ ッ ク 図 お よ び
フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。 上 記 実 施 の 形 態 １ ～ 実 施 の 形 態 ３ で は 、 着 信 時 に お け る 本 体 の
開 閉 状 態 の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 着 信 音 の 音 量 ま た は 音 質 を 制 御 す る よ う に し た が 、 こ の 実
施 の 形 態 ４ で は 、 携 帯 電 話 機 本 体 の 振 動 ま た は 着 信 音 の 鳴 動 に よ り 着 信 を 使 用 者 に 知 ら せ
る よ う に し た も の で あ る 。 図 ７ に お い て 、 携 帯 電 話 機 本 体 の 開 閉 状 態 は 開 閉 検 出 回 路 １ で
検 出 さ れ 、 こ の 開 閉 検 出 回 路 １ か ら の 信 号 に よ り 本 体 の 開 閉 状 態 を 判 定 お よ び 携 帯 電 話 機
内 の 各 動 作 の 制 御 、 時 間 情 報 を 制 御 回 路 ２ で 管 理 す る 。 着 信 音 等 の 各 種 音 は 音 源 回 路 ３ に
保 有 さ れ 、 こ の 音 源 回 路 ３ か ら 出 力 さ れ る 音 源 の 音 量 は 、 制 御 回 路 ２ に よ り 制 御 さ れ る ゲ
イ ン 調 整 回 路 ４ で 調 整 す る 。 ゲ イ ン 調 整 回 路 ４ か ら 出 力 さ れ た 音 の 電 気 信 号 は 増 幅 回 路 ５
を 介 し て ス ピ ー カ ６ で 音 に 変 換 さ れ る 。 ま た 、 着 信 を 携 帯 電 話 機 本 体 の 振 動 で 使 用 者 に 知
ら せ る 振 動 発 生 器 ７ は 駆 動 回 路 ８ を 介 し て 制 御 回 路 ２ に よ り 制 御 さ れ 、 着 信 を 携 帯 電 話 機
本 体 の 振 動 で 使 用 者 に 知 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ８ は 着 信 か ら 通 話 状 態 に な る ま で の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。 待 受 状 態 の 携
帯 電 話 機 に 着 信 が あ れ ば （ ス テ ッ プ Ｓ ９ １ ） 、 ま ず 始 め に 制 御 回 路 ２ は 開 閉 検 出 回 路 １ か
ら の 信 号 で 携 帯 電 話 機 本 体 の 開 閉 状 態 を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ で 本 体 が 閉 じ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路
４ を 制 御 し て 、 使 用 者 に 確 実 に 着 信 を 知 ら す こ と が で き る 着 信 音 の 音 量 を 設 定 す る （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。 次 い で 音 源 回 路 ３ を ス タ ー ト さ せ （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ） 、 増 幅 回 路 ５ を 介
し て ス ピ ー カ ６ よ り 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ６ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を
判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 着 信 音 を 停 止 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ）
、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ で 本 体 が 開 い て い る と 判 定 さ れ た 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ か ら 駆 動 回 路 ８ を 制
御 し て 振 動 発 生 器 ７ の 駆 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ３ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ ッ ク を 判 定 し
（ ス テ ッ プ Ｓ ９ ４ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 振 動 発 生 器 ７ の 駆 動 を 停 止 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０
１ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ス テ ッ プ ９ ４ に て オ フ フ ッ ク で な い 場 合 は 、 制 御 回 路 ２ に て 振 動 発 生 器 ７ の 駆 動 時 間 を 判
定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ５ ） 、 一 定 時 間 を 経 過 し た 場 合 は 、 振 動 発 生 器 ７ の 駆 動 を 停 止 さ せ （
ス テ ッ プ Ｓ ９ ６ ） 、 制 御 回 路 ２ か ら ゲ イ ン 調 整 回 路 ４ を 制 御 し て 、 着 信 音 の 音 量 を 設 定 す
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る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ７ ） 。 次 い で 音 源 回 路 ３ を ス タ ー ト さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ８ ） 、 増 幅 回 路
５ を 介 し て ス ピ ー カ ６ よ り 着 信 音 の 鳴 動 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ９ ） 。 そ の 後 、 オ フ フ
ッ ク を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ） 、 オ フ フ ッ ク な ら ば 着 信 音 を 停 止 さ せ （ ス テ ッ プ Ｓ １
０ ２ ） 、 通 話 状 態 へ 移 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 の よ う に 、 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 に お い て 、 待 受 状 態 で 着 信 が あ っ た 時 点 に お け る 本
体 の 開 閉 状 態 を 判 定 し 、 本 体 が 開 け ら れ た 状 態 で 着 信 が あ っ た 場 合 は 、 振 動 発 生 器 を 駆 動
さ せ る こ と で 、 着 信 を 使 用 者 に 通 知 す る よ う に し た の で 、 使 用 者 が 本 体 を 開 け て 何 ら か の
動 作 を 行 っ て い る と き に 突 然 大 き な 音 量 の 着 信 音 が 鳴 動 す る こ と が な い よ う に す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 折 り 畳 み 可 能 な 本 体 と 、 こ の 本 体 の 開 閉 を 検 出 す る 開
閉 検 出 手 段 と 、 着 信 を 報 知 す る た め の 着 信 音 を 発 生 さ せ る ス ピ ー カ と 、 前 記 本 体 が 閉 じ て
い る 状 態 で 着 信 し た 時 は 、 前 記 着 信 音 を 第 １ の 音 量 で 鳴 動 さ せ 、 前 記 本 体 が 開 い て い る 状
態 で 着 信 し た 時 は 、 前 記 着 信 音 を 前 記 第 １ の 音 量 よ り も 小 さ く し た 第 ２ の 音 量 で 鳴 動 さ せ
る 制 御 回 路 を 備 え た こ と に よ り 、 本 体 が 開 け ら れ た 状 態 で 着 信 が あ っ た 場 合 に 、 突 然 大 き
な 音 量 の 着 信 音 が 鳴 動 す る こ と が な く 、 使 用 者 の 使 用 状 況 を 考 慮 し た 着 信 音 に よ る 着 信 の
通 知 を 可 能 と し た 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 の 本 体 を 開 い た 状 態 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 の 本 体 を 閉 じ た 状 態 を 示 す
一 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 着 信 か ら 通 話 状 態 に な る ま で の 動 作 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 着 信 か ら 通 話 状 態 に な る ま で の 動 作 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 着 信 か ら 通 話 状 態 に な る ま で の 動 作 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 折 り 畳 み 式 携 帯 電 話 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 着 信 か ら 通 話 状 態 に な る ま で の 動 作 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 開 閉 検 出 回 路
２ 　 制 御 回 路
３ 　 音 源 回 路
４ 　 ゲ イ ン 調 整 回 路
５ 　 増 幅 回 路
６ 　 ス ピ ー カ
７ 　 振 動 発 生 器
８ 　 駆 動 回 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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